
津波から 逃げきる

助けきる

地区防災計画

～世界自然遺産知床ウトロ地区の取組み～

2018年11月5日（月） 北海道斜里町ウトロ地区 ウトロ自治会

流氷の海 知床半島に暮らす 私たち
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知床半島ウトロ地域の場所

斜里町
網走市

北見市

釧路市

根室市

旭川市

札幌市

資料：国土地理院電子国土web

函館市
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知床半島ウトロ地域の場所

斜里町ウトロ

斜里町役場

羅臼町

知床峠
（冬期11～4月通行止め）

資料：国土地理院電子国土web
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こんな地域です この先４０km斜里町役場
こちらが世界自然遺
産地域で、半島先端

プユニ岬から 流氷２月

チャシコツ岬

オロンコ岩から

オホーツク海
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大型ホテルがありま
す。自家発電完備

知床連山

大型ホテルがありま
す。自家発電完備

撮影位置と標高分布



ここ道の駅はシーズンにな
ると大勢の人がやってきま
す。目の前の高台に避難！

避難所指定の学校が
ここにあります。
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ウトロ漁港



～地区防災計画の策定体制～

・ウトロ自治会
（ウトロ地域防災会議、地域住民）

検討主体

○ウトロ地区内の関係機関
・斜里町役場 ウトロ支所
・知床斜里町観光協会
・ウトロ漁業協同組合
・ウトロ温泉旅館組合
・知床ウトロ学校・学校PTA
・環境省 ウトロ自然保護官事務所
・斜里警察署 ウトロ駐在所
・斜里消防署 ウトロ分署・消防団 等

○斜里町役場

協働体制

～地区防災計画策定サポート体制～

○アドバイザー
・跡見学園女子大学 鍵屋教授

（内閣府検討会委員）

・北見工業大学 髙橋教授
・ボウジョレーヌプロジェクト 中井氏

○国立研究開発法人 防災科学技術研究所

○北海道開発局
・網走開発建設部
・国道334号斜里ウトロ間路線連絡会議

○その他
・（株）ドーコン 防災保全部
・（株）北未来技研 交通事業部

ワークショップ等
運営補助

ワークショップ講師
助言・情報提供

ツール提供
情報提供

情報共有
検討支援
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土の人
住民ですね

風の人
タネを蒔く人です

水の人
支援・整備



避難所のウトロ漁村
センター

避難所指定の学校が
ここにあります。

指定避難場所への避難
経路すべてが、土砂災害
により通行できないかも

知れないリスク
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防災科学技術研究所 地域防災WEB https://chiiki-bosai.jp/group.php?gid=10085

改めて、地域の災害リスクを多方面から知りました

8/31 ウトロ地区勉強会
9/2 ウトロ地区避難訓練

9/17 第１回
ワークショップ

10/17 第２回
ワークショップ

7/2キックオフ
ミーティング

自治会役員が理解 地域住民も理解、課題確認 具体的な対策検討

より具体的な
アイディア検討

地震発生後、最短１２分で
最大約５ｍの津波の想定
（網走沖地震）



●1200人のまちに年間120万人のお客様が来るウトロ

●津波は12分で5メートルの想定！

さらに、大きく超えることもあり得ます

●それでも、みんなが逃げ切る、助けきるために

●私たちは何をすべきか、ずっと話し合っています・・・
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◆津波避難のルールを作ろう
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●山の人は海に降りない

●貴重な避難路は一方通行に

●３０分後の安否確認

◆日頃からの備えは・・

避難済みカード
お隣同志の確認
向う３軒声かけ

●楽しく防災に関わるために

ウトロ防災フェス！

●シリアスな訓練の実施

●移住者組みは地元の高齢者

と普段からつながりを作る

●普段は散策道路の避難道路

●車なら自然センターへ！

観光客にも
拡大する

◆新しい避難ルートは



観光客・外国人客 ◆土地勘のない観光客・・・

●誰もが指さしで理解できる

プレート、サイン、ランドマーク

●夜はホテルから出ない

●レンタカー屋さんで避難カード

●入国時に国内ハザードサイン周知

●フリーWi-Fiの確保

サインなど
わかりやすい
避難経路の掲示

施設の人は

とにかく大声
で、逃げる方
向やホテルを
指さすこと

でも、自分も
逃げるんだ！

海沿いの大きな
ホテルに逃げて

もらおう
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◆普段の備蓄を活かそう

◆ウトロの自然は厳しい・・・

●普段から備蓄があるけど準

備と有効活用は重要。

被害の想定戸
数・人数把握！

具体的な保存
食品・備蓄計画

その備蓄食材、防
災フェスで使おう
か！BBQ〜

●発電機の所有者も多いので、

所有者マップと利用ルール

●ウトロ地域は漁業関係

で大型重機が多い。

稼働台数を把握

◆冬の避難

●道路が凍ると、車も人も滑る！

備えと訓練は欠かせない。

●人も施設の防寒対策を準備。

●冬は積雪で使える道路も限られ、

冬に使える避難路を把握。

・冬は避難したら
外に出ない！
・車の中で寝ない
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重機や発電機の
所有密度は高い！

今後、多数のアイディアから計画骨子をまとめます



冬に 地震が津波が 来たら?
リアルな避難訓練やってみよう
冬期の地域活動との連係活用

• 冬季の訓練（実施検討中）と計画骨子の検証

• ガードレールの雪かきボランティアと同時開催

２０１９年２月８日予定です

（３月末に計画素案のとりまとめ・住民向け周知予定） 14
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防災への取り組みは
地域への信頼
それは 地域活性にも つながる

防災は 厄介者じゃない



知床のウトロ地域で がんばってみます！

ありがとうございました！
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